
第 64 回新宿区景観まちづくり審議会

[ 報告 ] 資料 1

新宿 TOKYU MILANO
再開発計画

目次

01. 敷地概要　　　　　：01

02. 周辺状況分析　　　：02

03. 上位計画　　　　　：03

04. エリア特性　　　　：05

05. 景観形成の考え方　：06

06. 景観形成方針　　　：08

07. 立面図　　　　　　：15



新宿 TOKYU MILANO 再開発計画※現在検討中の案であり、今後の関係機関との協議・調整及び検討の進捗により変更となる可能性があります。 01

01. 敷地概要
■案内図

■敷地概要
南側道路（位置指定道路（特別区道 21-360 含む））① 南側道路（位置指定道路（特別区道 21-360 含む））②　 東側道路（特別区道 21-350）

北側道路（特別区道 21-110（花道通り）） 西側道路（特別区道 21-350（西武新宿駅前通り）） 特別区道 21-340（シネシティ広場）

■敷地周辺現況

　計画名称 　新宿 TOKYU MILANO 再開発計画

　地名地番 　東京都新宿区歌舞伎町一丁目 29 番 1、29 番 3

　地域地区等 　商業地域、防火地域、駐車場整備地区、
　歌舞伎町シネシティ広場周辺地区地区計画

　指定容積率 　900%

　指定建ぺい率 　80%

　敷地面積 　約 4,600㎡　
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02. 周辺状況分析
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計画地から半径 300Mの範囲

○西武新宿 PePe 前広場
建築物壁面の大型ビジョンにより、外部でエ
ンターテインメントが体験できる都市空間が
形成されている。

○東京都健康プラザハイジア前広場
敷地内空地と常緑広葉樹により、雑多な繁華
街に中にあって憩いのポケット広場が形成さ
れているが、人の利用が少ない模様。

○シネシティ広場
壁面に囲まれた特徴的な空間であるが、壁面活
用や広場と建物間の「見る - 見られる」の関係
が見られず、今後の積極的な活用が期待される。

○新宿職業安定所前交差点
側道及び本道の構成の職安通りが、大久保エ
リアと歌舞伎町エリアを分断している。

○歌舞伎町一番街入口付近
歌舞伎町へのシンボリックなゲートにより、
この界隈の特殊性が表現されている。

○西武新宿駅前通り（新宿大ガード東交差点付近）
駅側のレンガ色の壁面が落ち着きのある街並みを形
成している一方、通り全体でのデザインの統一感は
不足し、長大な壁面の連続による暗い印象も受ける。

○歌舞伎町 1 丁目（歌舞伎町一番街脇）
一歩横道にそれるとさらに狭い路地空間と商
業店舗の街並み。迷宮的で個性的な賑わいが
形成されている。

○歌舞伎町一番街
低層な建物の密集と看板・広告に彩られた街
並みが、歌舞伎町という特徴的な商業と娯楽
の街のイメージを作っている。

○歌舞伎町弁財天
繁華街の中に突如と現れる弁財天の空地は、
都会のエアポケット空間の重要性、また、ま
ちの歴史的文脈を感じさせる。

○大久保公園
広大な広場空間も、取り囲む柵がまちとのつ
ながりを阻害しており、イベントや活動がな
いと少し暗い印象を受ける。

○さくら通り
袖看板、原色あふれる広告で彩られた壁面が
繁華街の特徴あるストリートを形成している。

○セントラルロード（靖国通りより）/ 昼
新宿東宝ビル基壇部上のゴジラヘッドが、遠
くからも T 字路つきあたりのアイストップと
なっている。

○セントラルロード（靖国通りより）/ 夜
ネオンの連続が繁華街としてのまちのエネル
ギーを象徴している。新宿東宝ビルの照明に
は「上昇感」を感じられる。

○花道通り
新宿東宝ビルと花道通り沿いの低層商業店舗
の対比は都市のダイナミズムを感じるが、黒
色系のビルは暗い印象を受ける。

○歌舞伎町二丁目
夜の営業をメインとする業態の建物が多いた
め、日中は閑静な雰囲気。
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■現況調査を踏まえた、開発・施設計画および景観形成上のポイント
□オープンスペース等

＜ポイント＞

＜ポイント＞
□街路空間等

・�シネシティ広場を囲む壁面の活用

・�広場と建物間の「見る -見られる」
の関係性の構築

・�空地や広場空間の活用による賑わ
いづくり

・まちの歴史的文脈の継承

・まちのシンボルとしての表現

・�西武新宿駅前通りの賑わい形成

・職安通りによる南北の分断の解消

・広告を活用した景観形成

・夜の賑わいある景観形成

・明るい色彩の採用

・T字路等のアイストップの活用

・日中の賑わい形成
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観光

まちづくり

明日の日本を支える観光ビジョン （H28.3�観光庁）

都市再生緊急整備地域の地域整備方針（新宿駅周辺地域）（H27.7�都市再生本部）

■目標

《訪日外国人旅行者数》　2020 年：4000 万人、2030 年：6000 万人

■「観光先進国」への「３つの視点」

○視点２：観光産業を革新し、国際競争力を高め、わが国の基幹産業に

■整備の目標

・商業、文化等の集積による多様な魅力を備え回遊性のあ

る観光・交流拠点を形成

■緊急かつ重点的な市街地の整備の推進に関し必要な事項

・地域の特性を生かしたエリアマネジメントにより、地域が

主体となって、まちのにぎわいや魅力を創出

景観

景観

東京都景観計画 （H28.8�東京都）

歌舞伎町シネシティ広場周辺地区大規模建築物等に係る特定区域景観形成指針（H29.12�新宿区（H30.1 東京都認定））

■良好な景観の形成に関する方針

○都心部を中心とする風格のある景観の形成

・多様な魅力とともに、地域全体としてまとまりのあるスカイラインや景観

の形成を図る。

■文化財庭園等の眺望の保全に関する景観誘導

　（景観誘導区域：新宿御苑周辺）

・庭園内からの眺望が保全されるよう、当該庭園の周辺で計画させる建築

物等の色彩等を適切に誘導。

当指針の適用区域

■景観形成の方針

・誰もが歩きたくなる楽しいまちなみ “ 歌舞伎町 ” へ

・魅力あるシネシティ広場を演出する景観の形成

・屋外広告物の活用による新たなエンターテイメントシティ歌舞伎町の創出

■景観形成の方針

・屋外劇場的空間の創出に向けたシネシティ広場を囲う壁面の演出

・広場の賑わいを地区全体へ誘導するための広場外に面する壁面の演出

・新宿御苑からの眺望景観の保全

・新宿駅周辺地域としてのまとまりある景観の形成

5 

本指針の適用区域内で計画される大規模建築物等については、東京都大規模建築物等景観形成指針

図表３ ２大規模建築物等の建築等に係る景観形成基準によらず、本指針で定める景観形成基準を適用

するものとする。

（１）適用区域

以下の３つの観点から、本指針の適用区域を下図のとおり定める。

①上位計画等において、歌舞伎町のまちの核として賑わいを創出する拠点に位置付けられた地

区であること。

②大規模建築物等を含む建て替え計画が今後複数想定され、これらの一体的な景観誘導が歌舞

伎町の賑わい創出拠点の形成に有効であること。

③「歌舞伎町シネシティ広場周辺地区 地区計画」によって、上位計画の実現に向けた屋外劇場

的都市空間形成のための建築物のルールが定められている区域であること。
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計画地

まちづくり 新宿区まちづくり長期計画 （H29.12 新宿区）

まちづくり 新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン （H29.9�新宿区）

■まちの将来像

「世界に注目され、誰もが自由に行き交う国際集客都市～世界と日本をつなぐ快遊都市へ～」

■将来像実現に向けたまちづくりの戦略

○戦略１：広場と通りを核として、地域全体に賑わいと交流を生み出す

＜文化発信軸＞

- 音楽や演劇、映画等芸術分野に関連するイベントが開催され、文化人

をはじめ多くの人々が集まり、新たな文化が創出・発信・ＰＲされる場

＜文化発信広場（シネシティ広場・大久保公園）＞

- 歌舞伎町の新たな顔となる文化・娯楽施設に囲まれた空間で、飲食イベ

ントやスポーツイベント等が開催され、日中から多くの来街者でアクティ

ブに賑わうイベント空間

- 夜には華やかなネオンの下で、映画上映会やコンサート等、新宿の文化

を興じることができる交流空間

新宿御苑

都市再生緊急整備地域

特定都市再生緊急整備地域

計画地計画地

新宿駅周辺地域の区域
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図表 3-14 新宿御苑周辺の景観誘導区域 

※ 本図は、おおむねの誘導区域を示したものである。 凡例 青線の内側：大規模建築物等の建築等に係る景観誘導区域 

赤線の内側：新宿御苑景観形成特別地区 
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計画地

《まちづくり戦略プラン：エリア戦略編「歌舞伎町エリア」》

■戦略の方向性

「世界のエンターテイメントシティ歌舞伎町のまちづくりの推進」

○誰もが楽しめる賑わい拠点の形成

・賑わい拠点の形成

　-  シネシティ広場周辺は、東急ミラノ跡地の開発等と連動する賑

わい拠点の形成を図る。

　-  急増する訪日外国人等に対応するため、宿泊施設を誘致する。

　-  賑わいの連続性確保等のため、建物の低層部分について商業

施設等の用途を誘導する。

・道路・交通対策の推進

　-  西武新宿駅前通りは、駅とシネシティ広場をつなぎ歩行者の回

遊性の向上と賑わいの創出を図る。

○多くの人を魅了するエンターテイメント空間の形成

・ 新たなエンターテイメントシティの景観形成

　-  屋外広告物や照明を活用した歌舞伎町独自の景観形成を図る。
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11-５ 歌舞伎町エリア 

戦略図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

新宿駅舎を囲む 
歩⾏者ネットワーク 

の充実 

まちの顔づくり 
 

エリア間の
つながりの形成

地域にふさわしい
まちづくりの推進 

【エリア全体】 

b）賑わいの連続性確保等のため、建物の低層部分につ
いて商業施設等の用途を誘導 

d）観光バス等の駐車スペースの確保を誘導 

e）荷捌き集約化などの荷捌き対策を促進 

g）屋外広告物や照明を活用した景観形成 

h）地域冷暖房によるエネルギー供給の拡充 

i）地域や場所の特性に応じた多様なみどりの創出 

k）地元商店街や民間企業と連携した帰宅困難者※対策 

西武新宿 

駅前通り 

【シネシティ広場周辺】 

a）東急ミラノ座跡地の開発等
と連動する賑わい拠点の形成 

訪日外国人等に対応するた
め、宿泊施設を誘致 

g）屋外広告物や照明を活用し
た景観形成 

【平和会地区】 

c）訪れたくなる
通りづくり 

f）駅とシネシテ
ィ広場をつなぎ
歩行者の回遊性
の向上と賑わい
の創出 

【ゴールデン街】

j）風情あるまち
なみを残しなが
ら、建物の不燃
化 

道路環境の向上

【エリア全体（つづき）】 

l）客引き防止パトロール、ビル火災予防の査察等の取組み 

m）置き看板や放置自転車対策等を推進 

n）美化活動、ごみ出しのルール徹底、定期的な道路清掃 

戦略の方向性 『世界のエンターテイメントシティ歌舞伎町のまちづくりの推進』

文化のつながりの形成 

賑わいのつながりの形成

賑わいのつながりの形成

※おおむねの位置を示しています。凡例は主にエリア内のものを示しています。 

※重点的な取組みはエリア内を中心に進めますが、エリアの範囲は、地域の方々の意見や

まちづくりの進捗等を踏まえ、必要に応じて見直します。 

戦略図（歌舞伎町エリア）
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文化発信軸、文化発信広場のイメージ

東口広場

シネマズ新宿

シネシティ広場

大久保公園

文化発信軸
東京・日本を象徴し、賑わいある軸を形成

 音楽や演劇、映画等芸術分野に関連するイベント
が開催され、文化人をはじめ多くの人々が集まり、
新たな文化が創出・発信・ＰＲされる場

 飲食店や遊興施設、雑貨店等の店舗が通りに並び、
界隈性や迷宮的な楽しさのあるまち並みが、観光
客やワーカー等を昼夜楽しませる新宿の活気と華
やぎに満ちた通り空間

 セントラルロードの軸線を活かすとともに、セン
トラルロードの正面にはシンボリックな屋外広告
物を誘導し、文化、流行等の情報を発信する空間

通り空間における
賑わいの創出

（歩行者優先化等）

大久保エリア

人とまちをつなぐ拠点

文化発信広場（シネシティ広場・大久保公園）
新宿の文化の創造・発信により賑わいを創出する拠点を形成

 歌舞伎町の新たな顔となる文化・娯楽施設に
囲まれた空間で、飲食イベントやスポーツイ
ベント等が開催され、日中から多くの来街者
でアクティブに賑わうイベント空間

 夜には華やかなネオンの下で、映画上映会や
コンサート等、新宿の文化を興じることがで
きる交流空間

 シネシティ広場周辺の一体的な空間を活かし、
大型ビジョンやデジタルサイネージ等により
“エンターテイメントシティ歌舞伎町”を
象徴する空間

方策３ 文化発信軸の形成

．将来像実現に向けたまちづくりの戦略 ．将来像実現に向けたまちづくりの戦略

戦略１：広場と通りを核として、地域全体に賑わいと交流を生み出す

文化発信広場

文化発信広場

多くの来街者で賑わい、
新宿の文化を興じることが
できる交流空間の創出

西武新宿駅

＜文化発信軸のイメージ＞
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03. 上位計画
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03. 上位計画
まちづくり 歌舞伎町まちづくり誘導方針 （H21.11 新宿区）

■土地利用の方針

「シネシティ広場を核としたまちづくり」

・シネシティ広場を囲む中心街区のリニューアルで整備される施

設は、総合的、複合的な魅力拠点とすることを誘導

・将来像 “エンターテイメントシティ歌舞伎町 ”の実現に向けて、

以下の機能の導入を誘導

　-  歌舞伎町ファン拡大をもたらす大衆文化・娯楽の企画、制作

機能、物販機能

　-  ＶＩＰからツーリストまで世界から集まる人々をもてなす宿

泊、飲食機能

　-  世界に向けて歌舞伎町版エンターテイメントを発信する情報

発信機能
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魅力ある５つの「核と軸」の創出のイメージ

T字路活用のイメージ

歌舞伎町一丁目内の T字路のアイストップ

方針付図

エンターテイメントシティ歌舞伎町地区の範囲

景観 新宿区景観まちづくり計画 （H27.3 新宿区）

■景観形成方針

（区分地区：エンターテイメントシティ歌舞伎町地区）

・地区内に多く存在するT字路をいかし、通りごとの個性を演出し迷宮的楽

しさを創出

・賑わいと活力に溢れる世界を代表する歌舞伎町独自の都市景観を創出する

ため、屋外広告物を積極的に活用した景観形成

景観 屋外広告物に関する景観形成ガイドライン （H27.3 新宿区）

みどり 新宿区みどりの基本計画 （H21.2 新宿区）

・新宿は、高層ビル街、繁華街の他にも、情緒のある街並みや閑静な住宅街など多様な顔を持ち、それぞれのまちにふさ

わしい特色のあるみどりをつくっていく。

□地域別ガイドライン（歌舞伎町地区）

■景観誘導項目

・セントラルロード沿道及びシネシティ広場周辺における屋外広告物の景観形成

　- 大型ビジョン広告やデジタルサイネージの活用など、広場を囲う面や視認性の

高い壁面の魅力をつくる

　-人 の流れや歩く人の目線を捉え、効果的な屋外広告物の設置計画を行う

　- 地域性、文化、流行等を発信するシンボリックな屋外広告物のデザインに配慮する

　- 夜間は多くの人を引き付ける、屋外広告物による光溢れる賑わいをつくる

・T字路のアイストップをいかした屋外広告物の景観形成

　- 視認性の高い壁面や屋上部に屋外広告物の活用を図る

　- 可変表示式屋外広告物、屋外広告物の照明などを用いた光の工夫や演出を図る

T字路のアイストップとなる面を光で演出する。

光を閉ざす広場の空間において、屋外広告物の光などは賑わいの
演出として積極的に用いて、歌舞伎町の象徴となる景観をつくる。

歌舞伎町のまちの構造をいかし、屋外広告物を活用した空間づく
りを行う。

景観 新宿区景観形成ガイドライン （H27.3 新宿区）

□エリア別景観形成ガイドライン

（新宿駅周辺地区 / 歌舞伎町一丁目エリア）

■景観形成の目標

　「誰もが歩きたくなる楽しいまちなみ “ 歌舞伎町 ”へ」

■景観形成の方針

・エンターテイメントシティ「歌舞伎町」を演出する

・.T 字路いかした迷宮的楽しさを演出する

　- アイストップとなる場所では、積極的にまちに対して楽しさを提供する

・魅力あるシネシティ広場を演出する

□超高層ビルの景観形成ガイドライン

・形態意匠および色彩は、空に溶け込み高さや圧迫感を感じさせないようなものとする

まちづくり 歌舞伎町シネシティ広場周辺地区地区計画 （H28.4 新宿区）

■地区計画の目標

・ シネシティ広場を核に、「大衆文化・娯楽の企画、制作、

発表のまち」としての情報発信イベント等が行われる

屋外劇場的都市空間を創出

■土地利用の方針

・ シネシティ広場からの賑わいの波及とつながりを生む

歩行者ネットワークの創出に寄与する歩行空間の拡充

 

計画地

計画地

計画地
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04. エリア特性
基盤 文化

歴史 観光

迷宮的楽しさと回遊性を追求したまちの基盤 小規模エンターテインメント施設の面的な集積

エンターテインメントを産業構造の中核に据えたまちづくり 多様な人を受け入れる都内有数の観光拠点

・ 戦後当時、角筈一丁目北（現・歌舞伎町）町会長の鈴木喜兵衛氏の相談を受けた、東京都計画局都市計画課長であった石

川栄耀氏の指導の下実施された、戦災復興土地区画整理事業が街の下地となっている。

・ T 字路の多用による「景観の封閉」や、外部への視野を遮る広場空間の形成等による特徴的な街区割り、また自動車交通

の排除といった思想が区画整理の計画に導入され、迷宮的楽しさや回遊性が追求されたまちの基盤が形成されている。

・ また、石川氏は著書「都市美と広告（1951）」において、「広告は都市美を補正する形を取る」「屋外広告は街景の補足要素の補填、

また空間的、時間的に千変万化の魅力を与える」と記す等、まちづくりにおける広告の重要性も説いており、現在の歌舞

伎町の象徴的な広告景観に、その思想を見ることができる。

歴史ある小規模のライブハウス、劇場等で多様なカウンターカルチャーが育まれ、現在もまちなかアート・音楽フェスティバ

ル等が展開し、来街者も増加している。

戦後、町会長鈴木喜兵衛氏による「道義的繁華街の建設」の構想に対し、石川氏より「歌舞伎の演舞場を建設し、これを中

核として芸能施設を集め、新東京の最も健全な家庭センターを建設すること」が提案される。

・ 世界一の乗降客数（約 360 万人 / 日）を誇る新宿駅

に近く、訪都外国人の半数以上が訪れ、宿泊先とし

ても選ばれる等、新宿・大久保エリアは外国人観光

客の訪問率で都内トップクラスに位置する。

・ 特に歌舞伎町は、世界的旅行ガイドブック「Lonely 

planet」にて「Tokyo's Top 16」の 1 つに取り上げら

れる等、積極的に海外へ発信されている。

特に「映画」、「演劇」、「音楽・ダンス」を中心とした大衆娯楽文化により多様な人々を受け入れながらまちは発展し、「歌声喫茶」

等、新たな文化も生み出してきた歴史がある。

歌舞伎の演舞場の誘致は頓挫するものの、昭和 25 年東京産業文化博覧会等を経て、昭和 31 年の東急文化会館、新宿コマ

劇場の開業等、歌舞伎町商店街振興組合と興行 4 社（東宝、東急レクリエーション、ヒューマックス、東亜興行）を中心とし

て、道義的繁華街の原型が形成される。

自主的な復興事業を立ち上げた。鈴木は復興協力会をつく

り、借地権を一本化し、復興計画を策定するために東京都

に相談した。当時、東京都の都市計画課長であった石川は、

新宿の一角から持ち上がった鈴木の計画に対し、「正に乾天

の夕立であった」(6)と評価している。そして、石川は数ヶ

月の時間を費やして復興計画を検討し、「広場を中心として

芸能施設を集める、そして新東京の最健全な家庭センター

にする」5)という案をまとめた。

右図は歌舞伎町の区画整理前(図-2)と区画整理後(図-3)

の地図である。２つの地図を見る限り、この地区を南北に

走るいくつかの街路軸に関してはそのまま踏襲されてい

るように見える。しかし、少なくとも広場付近の区画割り

や幅員の広い道路などは区画整理前にはなく、新たな設計

意図を用いて歌舞伎町地区はつくられたと考えられる。

(2)新宿歌舞伎町をめぐる計画案  

ここに二つの区画整理図がある。計画案(図-4)の正確な

策定年代はわからないが、1946 年 5 月 25 日の東京新聞に

おいて、ほぼ同様の計画内容が発表されている。この年代

から察するに、この計画案は石川の手によって計画設計さ

れたものと考えられる(7)。区画整理変更図(図-5)は計画案

の上から実線で書かれている。変更図は現在の歌舞伎町の

区画割とほぼ一致する。計画案が変更された背景には、数

回にわたる GHQ の建築制限の発令により広場周辺部の建

物（菊座、自由劇場等）が建設途中で断念せざるを得ない

状況があった。計画案から区画整理変更図への主な変更点

として、西武線乗り入れ決定に伴う地区西南部の都市計画

道路の位置変更、及び復興計画に賛同しなかった地区東部

の区画割り変更が挙げられる。また、面的規模の大きな変

更ではないが、広場付近（中心部の景物、自由劇場付近、

広場の四隅）や菊座正面大きな通りの中央植樹帯に変更点

が見受けられる。広場付近の変更点に関しては、3章(2)で

詳しく述べる。

３.石川栄耀の広場設計思想 

本章では、石川の広場設計思想を文献調査からまとめた

上で、コマ劇前広場創出の背景について考察する。石川の

全著書(表-1)に目を通したところ、19 冊の著書のうち 13
冊の著書に広場及び都市設計(形態を伴う)に関する言説 

図-3 1955～60年頃 区画整理後
7)
 

N

図-2 1935～37年頃 区画整理前
7)
 

N

図-5 区画整理変更図
9)
 

0ｍ 100ｍ

N

図-4 計画案
8)
 

0ｍ 100ｍ 

N

図-1 設立当時のコマ劇前広場（1957年頃）
6)
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1935 ～ 37 年頃　区画整理前

歌舞伎町アートプロジェクト

歌舞伎町周辺のホール・劇場等の分布

7 線 8 駅が結節する世界最大のターミナル拠点

訪都外国人観光客の訪問先・宿泊先

訪都外国人が訪問した場所（複数回答）

昭和 30 年代のシネシティ広場周辺
（左：コマスタジアム、オデオン座、地球座　右：ミラノ座、グランドオデオン座、新宿劇場）

CONNECT 歌舞伎町 MUSIC FESTIVAL

1955 ～ 60 年頃　区画整理後

出典：西成典久、齊藤潮（2004）「 石川栄耀の広場設計思想－新宿コマ劇前広場をめぐって－」（（社）日本都市計画学会 都市計画論文集 No. 39-3）より
出典：ホール・劇場・伝統芸能関連施設・ライブスペース基礎調査（東京都 / 平成 29 年）を基に作成

出典：新宿歴史博物館「データベース 写真で見る新宿」より

出典：新宿駅周辺地域まちづくりガイドラインより

出典：新宿駅周辺地域まちづくりガイドラインより

出典：平成 28 年度国別外国人旅行者行動特性調査（東京都 / 平成 28 年）より

【凡例】
規模別ホール・劇場等分布
100人未満
100人以上500人未満
500人以上1,000人未満
1,000人以上1,500人未満
1,500人以上2,000人未満
2,000人以上

新宿駅新宿駅

西武
新宿駅
西武
新宿駅

計画地計画地

東新宿駅東新宿駅

新宿
三丁目駅
新宿
三丁目駅

都心と郊外をつなぐ
線 駅が結節する世界最大のターミナル拠点

• 7路線8駅が集積し、1日約350万人が乗降する
世界最大の鉄道ターミナル

• 新宿駅を中心に、新宿三丁目や西新宿、南新宿
方面等にも鉄道が面的に広がっている

日本と世界をつなぐ
空港とのアクセス性向上による世界と東京の交通結節拠点

• 首都高速中央環状線の整備により羽田空港⇔新宿駅間のリムジンバス
所要時間が約40分から約20分に短縮し、羽田空港とのアクセス性が
高まった

• 羽田空港や都内各地へのアクセス性の高さから、羽田空港とのバス発着
便数も東京最大であり、東京・日本と世界をつなぐ交通結節点として、
世界から多くの人々が訪れるエリアとなっている

首都圏の観光地とつなぐ
人気観光地・地方都市への玄関口

• 首都圏の人気観光地である富士山周辺・箱根方面への
所要時間は最短、かつ高速バス発着数は東京最大であ
り、東京都心と首都圏の観光地をつなぐ玄関口である

新宿駅 渋谷駅 池袋駅 東京駅

人気
観光地

富士山・河口湖方面 35便 9便 2便 22便

箱根方面 34便 ー ー ー

人気観光
都市

名古屋 14便 ー ー 84便

京都 35便 1便 ー 35便

大阪 39便 2便 1便 47便

▲人気観光地への高速バスの運行便数（本/日） （平成27年6月現在）

新宿駅 渋谷駅 池袋駅 東京駅

富士山駅
約2時間30分
（2回）

約2時間40分
（3回）

約2時間40分
（3回）

約2時間45分
（2回）

箱根湯元駅
1時間25分

（乗換なし）
1時間40分
（1回）

約1時間40分
（1回）

約1時間50分
（1回）

▲人気観光地への鉄道所要時間と最小乗換え回数

新宿駅 渋谷駅 池袋駅 東京駅

成田空港 43便 14便 13便 53便

羽田空港 47便 18便 24便 16便

▲国際空港へのリムジンバスの運行便数（便/日）（平成27年6月現在）

長年のまちづくりの歴史の中で拡張され続けた交通結節機能が、
あらゆる目的（通勤・観光・買い物・交流等）を持つ人々を新宿に呼び込み、
多様な機能集積の原動力となっている

空港とのアクセス性の向上と、世界最大の集客力を持つ新宿のパワーを活かし、
新宿の文化や活力を世界へとより積極的に発信していくことが求められる

①

２．新宿らしさとは

乗降客数
路線
数

鉄道路線

新宿 約350万人 7
JR、小田急、京王、メトロ（丸ノ内）、
都営（新宿・大江戸）、西武

渋谷 約310万人 7
JR、東急（東横・田園都市）、京王、
メトロ（銀座・半蔵門・副都心）

池袋 約260万人 6
JR、西武、東武、
メトロ（丸ノ内、有楽町、副都心）

東京 約100万人 2 JR、メトロ（丸ノ内）

２．新宿らしさとは

日光

羽田
空港

箱根

富士山

渋谷

池袋

上野
高尾

東京

名古屋
京都
大阪

新宿

横浜 品川

成田
空港

▲鉄道駅1日平均乗降者数（平成25年度）
（参考：東京都 統計年鑑 JR駅別乗車人員、地下鉄の駅別乗降者人員、私鉄の駅別乗降者人員）

『恵まれた立地特性』により、首都圏・国内・海外とつながる
結節拠点

平成 年度 国別外国人旅行者行動特性調査
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（６） 訪問した場所（複数回答）

訪問した場所は「新宿・大久保」 ％、ついで「浅草」 ％、「銀座」 ％となっている。国籍・地

域別に見ると、ロシア、その他を除いていずれも「新宿・大久保」が 位以内にランクインしている。また、

欧米豪地域において全て「渋谷」が 位に挙がっており、全体でも昨年の 位から順位を上げ 位となって

いる。

図表 １４ 訪問した場所（複数回答）

【国籍・地域別（上位 活動）】

56.9 
48.2 
48.1 

43.9 
41.2 

37.4 
36.8 

34.1 
28.0 

22.8 
19.5 

18.3 
11.4 

10.2 
5.9 
5.6 
5.1 

2.5 
1.5 
0.8 
0.6 
0.4 

4.0 
0.2 

0 20 40 60 80 100

新宿・大久保

浅草

銀座

渋谷

秋葉原

東京駅周辺・丸の内・日本橋

上野

原宿・表参道・青山

お台場・東京湾

池袋

六本木・赤坂

築地

品川

新橋・汐留

恵比寿・代官山

墨田・両国

吉祥寺・三鷹

八王子・高尾山

蒲田

伊豆諸島・小笠原諸島

奥多摩

青梅・御岳山

その他

無回答

全体

n=12,959

(%)

61.3 

48.4 

37.0 

36.6 

35.8 

35.6 

30.9 

30.1 

28.2 

24.4 

0 20 40 60 80 100

新宿・大久保

渋谷

お台場・東京湾

原宿・表参道・青山

浅草

秋葉原

東京駅周辺・丸の内・日本橋

銀座

上野

六本木・赤坂

韓国
(%)

n=1,666

57.1 

48.5 

48.2 

41.3 

36.7 

36.6 

32.8 

32.8 

30.3 

28.9 

0 20 40 60 80 100

浅草

上野

新宿・大久保

東京駅周辺・丸の内・日本橋

原宿・表参道・青山

お台場・東京湾

銀座

渋谷

秋葉原

池袋

台湾
(%)

n=2,112

新宿中央公園

代々木公園

新宿御苑

戸山公園

▲訪都外国人観光客の訪問先・宿泊先
（引用：東京都 平成24年度国別外国人旅行者
行動特性調査）

▲外国人観光客が最も訪問した場所
（引用：東京都 平成26年度 国別外国人旅行者行動特性調査）

▲西新宿五丁目中央北地区
（953戸／2017年竣工予定）

▲西新宿五丁目北地区
（約1,000戸／2019年度竣工予定）

▲北新宿地区
（660戸／2016年事業完了予定）

（2015年9月現在）

（2015年9月現在）

▲新宿駅周辺地域の主要な機能分布

（2015年1月撮影）
資料提供：東京都

２．新宿らしさとは

都内屈指の商業・娯楽・業務・滞在機能と、充実した居住・公園機能が近接して集積
している、他の都市にはない新宿の特長

各都市機能（各地区）の強化とともに、地区間の賑わいの連続を強化し、
新宿駅周辺地域全体で、より多くの集客（観光客、買い物客）、居住者を呼び込む
ための環境づくりが求められる

②様々な目的を持って訪れる人々のニーズを叶える
多様な都市機能と魅力が集積したまち

宿泊先（複数回答）
１位 新宿 ％
２位 東京・丸の内 ％
３位 赤坂・六本木 ％
４位 浅草 ％
５位 銀座 ％

主な大型小売店舗

主な大規模オフィス

主なシティホテル

近年竣工または竣工予定の
高層集合住宅

大規模な公園

都市名 年間販売額（百万円）

1994年 1997年 2002年 2004年 2007年

新宿 945,917 1,078,935 1,071,711 1,136,289 1,074,317

渋谷 491,463 436,412 436,171 453,763 422,786

池袋 672,939 709,077 618,665 542,562 543,733

銀座・有楽町 516,786 505,208 466,443 499,579 542,468

▲年間販売額の推移（商業統計表 立地環境特性別統計編/経産省 各年6月1日現在）

２．新宿らしさとは

商業・娯楽拠点
幅広いニーズに対応し網羅的な商業展開
がされている日本一の商業集積地

• 日本一の小売販売額を誇る、都内有数の大規模
商業機能を有したまち

• あらゆる世代の幅広いクラス・ニーズに対応し
た、商品・サービスを提供する網羅的な店舗集
積が展開されている

• 交通結節点としての利便性を活かし、古くから
盛り場や娯楽施設が集まり、現在も歌舞伎町地
区や新宿駅東口地区、西新宿一丁目・七丁目を
中心に飲食店の集積が多く見られ、夜も賑わい
を見せている

業務拠点
大規模オフィスが集積し多くの就業人口
を抱える東京有数の業務地

• 西新宿エリアを中心に、約30万人が働く東京
有数の大規模業務集積地

• 大規模なオフィスビルのストックも多く、東京
駅周辺エリアに次ぐ本社機能の集積地

• サービス業、建設業、生活インフラ業、運輸
業、不動産業等を中心に、大小様々な事業所が
集積

観光・滞在拠点
観光目的地であり、移動・滞在の要所でもあ
る、最も多くの外国人が訪れる観光活動拠点

• 交通の結節性を活かし、多様な観光客に対応した
宿泊施設の集積による、観光滞在拠点となっている

• 東京都庁や西新宿オフィス街のまち並み、歌舞伎
町・新宿ゴールデン街・思い出横丁等の娯楽街等、
日本を象徴するまちに、多くの人が訪れている

都心居住拠点
拡大する都心居住機能

• 近年、居住機能の整備・集積が新宿中央公園
の西側へ拡がり、昼間人口が多かったまち
に、 夜間人口が増加しはじめている

• 北新宿、西新宿五丁目、西新宿三丁目、新宿
六丁目西北地区を中心とした市街地再開発事
業等による、複合市街地としての環境の改善
が進められている

公園機能
都心のオアシスとして人々の憩い・観光
の場となるまとまったみどり空間の集積

• 新宿中央公園や新宿御苑をはじめ、周辺の
戸山公園、代々木公園等、新宿駅周辺には
まとまったみどり空間が集積し、住民や
ワーカー、来街者の憩いの空間や、観光の
拠点として親しまれている
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方針Ⅰ　新しい「歌舞伎町のシンボル」を形成

■上位計画（抜粋）

景観コンセプト

開発計画のコンセプト

「ディスティネーションの視覚化」

「歌舞伎町の拠点性・文化発信力の更なる充実、強化により「世界のエンターテイメントシティ歌舞伎町」へ」

■エリア特性

■周辺状況分析

①「まちの核となる新たな都市観光拠点の創出」 ②「まちの回遊性とにぎわいを創出する都市観光インフラの整備」

迷宮的楽しさと回遊性を追求したまちの基盤

小規模エンターテインメント施設の面的な集積

エンターテインメントを産業構造の中核に据えたまちづくり

多様な人を受け入れる都内有数の観光拠点

方針Ⅱ　まちに開かれたデザインにより「にぎわいの景観」を形成

Ⅰ -1. 歌舞伎町の新たなシンボルとなるファサードデザイン・照明
Ⅰ -2. 周辺への圧迫感を軽減する建物配置
Ⅰ -3. 新宿駅西口超高層ビル群や周辺建物と調和するスカイライン
Ⅰ -4. 眺望点を意識した特徴的な頂部の形成

・観光産業を革新し、国際競争力を高め、わが国の基幹産業に

・それぞれのまちにふさわしい特色のあるみどり

・商業、文化等の集積による多様な魅力を備え回遊性のある観光・交流拠点
・地域の特性を生かしたエリアマネジメント
・世界のエンターテイメントシティ歌舞伎町のまちづくりの推進
・建物の低層部分について商業施設等の用途を誘導
・シネシティ広場を、日中から多くの来街者でアクティブに賑わうイベント

空間、新宿の文化を興じることができる交流空間に
・シネシティ広場を囲む中心街区では以下の機能の導入を誘導
　- 大衆文化・娯楽の企画、制作機能、物販機能
　- 世界から集まる人々をもてなす宿泊、飲食機能
　- 世界に向けて歌舞伎町版エンターテイメントを発信する情報発信機能

・シネシティ広場を核に屋外劇場的都市空間を創出
・シネシティ広場からの賑わいの波及とつながりを生む歩行者ネットワークの創出

・地域全体としてまとまりのあるスカイライン
・庭園内からの眺望を保全
・シネシティ広場を囲う壁面の演出
・広場外に面する壁面の演出
・新宿御苑からの眺望景観の保全
・T 字路をいかし、通りごとの個性を演出し迷宮的楽しさを創出
・アイストップとなる場所では、積極的にまちに対して楽しさを提供
・形態意匠および色彩は、空に溶け込み高さや圧迫感を感じさせない
・広場を囲う面や視認性の高い壁面の魅力をつくる
・地域性、文化、流行等を発信するシンボリックな屋外広告物のデザイン
・屋外広告物による光溢れる賑わい
・T 字路のアイストップをいかした屋外広告物の景観形成

Ⅱ -1. シネシティ広場と施設が一体となったにぎわい空間
Ⅱ -2. 西武新宿駅前通り沿道のにぎわいの街並み
Ⅱ -3. にぎわいのつながりを創出する空地、広告物等の活用

景観

まちづくり

みどり

観光 基盤

文化

歴史

観光

05. 景観形成の考え方

（現況調査を踏まえた、開発・施設計画および景観形成上のポイント）

・ シネシティ広場を囲む壁面の活用

・ 広場と建物間の「見る - 見られる」の関係性の構築

・ 空地や広場空間の活用による賑わいづくり

・ まちの歴史的文脈の継承

・まちのシンボルとしての表現

・ 西武新宿駅前通りの賑わい形成

・職安通りによる南北の分断の解消

・広告を活用した景観形成

・夜の賑わいある景観形成

・明るい色彩の採用

・T 字路等のアイストップの活用

・日中の賑わい形成

歌舞伎町の新たなシンボルとなるファサードデザイン・照明歌舞伎町の新たなシンボルとなるファサードデザイン・照明

宿泊施設宿泊施設

複合
エンターテインメント

施設

複合
エンターテインメント

施設

新宿駅西口超高層ビル群と連担するスカイライン新宿駅西口超高層ビル群と連担するスカイライン

周辺建物と調和する
基壇部のスカイライン
周辺建物と調和する
基壇部のスカイライン

周辺への
圧迫感を軽減
周辺への
圧迫感を軽減

特徴的な頂部特徴的な頂部

シネシティ広場と施設が
一体となったにぎわい空間
シネシティ広場と施設が
一体となったにぎわい空間

にぎわいのつながりを創出する
空地、広告物等の活用
にぎわいのつながりを創出する
空地、広告物等の活用

西武新宿駅前通りの
にぎわいの街並み
西武新宿駅前通りの
にぎわいの街並み

新しい「歌舞伎町のシンボル」を形成Ⅰ
Ⅰ-3

Ⅰ-2

Ⅰ-4

Ⅱ-2

Ⅱ-3

Ⅱ-1

Ⅰ-1Ⅰ-3

Ⅱ まちに開かれたデザインにより
「にぎわいの景観」を形成

遠景

新宿駅西口
超高層ビル群
新宿駅西口
超高層ビル群

中・近景
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花道通り（特別区道 21-110）

花道通り（特別区道 21-110）

靖国通り靖国通り
0 10050 200mN

［凡例］［凡例］

空港連絡バスルート（想定）空港連絡バスルート（想定）

都市再生特別地区の区域都市再生特別地区の区域
道路整備範囲道路整備範囲
公開空地整備範囲公開空地整備範囲

■設計概要 ■スケジュール

□施設外観イメージ □都市観光拠点整備（施設構成）概要 □都市観光インフラ整備概要

■開発計画概要

　敷地面積 　約 4,600㎡ 

　延べ面積 　約 85,800㎡ 

　主要用途 

　宿泊施設（客室＋レストラン）　：約 33,000㎡
　エンターテインメント施設
　・映画館　　　：約 5,800㎡、約 8 スクリーン
　・劇場　　　　：約 3,300㎡、約 850 席
　・ライブホール：約 3,200㎡、最大約 1,500 人収容
　店舗等　：約 8,500㎡

　階数 / 最高高さ 　地上 40 階・地下 5 階 / 約 225m 

　基準建ぺい率 
　80％
　（防火地域内の耐火建築物により 100％） 

　計画容積率 
　約 1500%（900%+600%）
　※都市再生特別地区の指定による

　竣工 ( 予定 ) 　平成 34（2022）年度 

年 2018 2019 2020 2021 2022

設計

工事

設計・許認可等

▽着工 ▽竣工
地下躯体解体・本体工事

東側（シネシティ広場側）からの眺望イメージ（夜）

ライブホール

劇場

店舗等
西武新宿
駅前通り

シネシティ広場

映画館

宿泊施設

屋外ビジョン

新宿職業安定所前交差点の改良

にぎわいの波及とつながり
を生む歩行者ネットワーク
の形成

空港連絡バスルートの形成

バス乗降場の整備

西武新宿駅前通りのリニューアル

バス乗降場

屋外ステージ

シネシティ広場

05. 景観形成の考え方
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旧新宿 TOKYU�MILANOの建物高
さ、色彩イメージを歴史・記憶の
要素として継承

映画館のホワイエ部分へ窓を配置
することで、シネシティ広場に賑
わいを表出させ、広場と「見る－
見られる」の関係性を構築

低層～上層部までフレーム形状の
モチーフを連続

水の勢いが噴水のように天に伸び
るイメージ

「男性的」な西新宿超高層ビル群
に対し、新しい歌舞伎町のシンボ
ルとして「女性的」な柔らかいイ
メージ

フレーム形状による「構え」を形
成し、その内側へ広告や店舗等を
配置し、外へ賑わいを滲み出させ
ることで、宿場町の街並みを表現

矩形・グリッド形状を中心とした
「ゴツゴツ」したファサードのオフィスが集積

東側（シネシティ広場側）からの眺望イメージ

西新宿超高層ビル群

1973 年頃

旧新宿 TOKYU MILANO

■ファサードデザインの特徴

06. 景観形成方針

▽約 225m

▽約 110m

▽約 25m

高さ
約 27m

Ⅰ -1. 歌舞伎町の新たなシンボルとなるファサードデザイン・照明

１）歌舞伎町の新たなシンボルの考え方

（１）新時代のグランドホテルを表すデザイン���～フレーム形状と 4層構成～

（２）地域の歴史的文脈である「水」と「水の女神」=「女性」を表すデザイン
～基壇・頂部のデザインとファサード～

・ 計画施設は「グランドホテル」
と用途構成、広場との隣接と
いう点で類似している。

「新時代のグランドホテル」のデザインで、
都市の社交場・ハレの場を歌舞伎町に創り出す

旧グランドホテル 新時代のグランドホテル

貴族 / ブルジョア中心
ハイカルチャー中心

ダンス / ミュージックホール

ツーリスト
多様な文化
エンタメ施設

（シアター、ライブホール等）

蟹川や弁財天に代表される地域の歴史的文脈
「水」や「女性」等を表現

・ かつてシネシティ広場付近では
水が湧き、神田川に向けて花道
通り沿いを「蟹川」が流れていた。

・  また、歌舞伎町には、水の女神
である弁財天が祀られている。

ペントハウス
部分のクラウ
ン表現

エントランス
の構え

疑似窓や大柱
での内部空間
表現

歌舞伎町の根底に流れる水のエネルギーがこの地に再び湧き出し、その水の勢い
が噴水のように天に伸びる姿を表現する。

弁財天が女性の神様であるように、水の持つ純粋さ、常に変化する柔軟さ、すべ
ての生命を育む包容力は時に女性的なものとして例えられる。

透明な水、白い水飛沫が多層に重なりあう優雅な姿で歌舞伎町の新しいシンボル
を形成する。

神田川

蟹川

計画地周辺

出典：農研機構農業環境変動研究センター「迅速測図」を基に作成

明治初期～中期の歌舞伎町

皆が憧れる歌舞伎町の晴れの場

情緒ある歌舞伎町の中で一番の憧れの場であるこの施設の目指すイメージはヨーロッパの街にあるグランドホテルです。

ホテル、エンターテイメント、商業全てが詰まったこの場所は皆が憧れる晴れの場となります。

グランドホテルの象徴としてヒューマンスケールを感じさせるアーチ窓を踏襲し、人の気配が建物に滲み出します。

エンターテインメントエンターテインメント

ホテルホテル

[ 計画施設 ]

類似

[ グランドホテル ]

商業商業
広場広場広場広場

ダンスホールダンスホール

客室客室

商業商業
エントランス

ダンスホール

ホテル

ペントハウス

噴水のイメージ

デザイン方針

デザイン方針
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06. 景観形成方針
Ⅰ -1. 歌舞伎町の新たなシンボルとなるファサードデザイン・照明

２）歌舞伎町の華やかな賑わいを連続させる照明計画

・ 高・中層部については、温かみのある夜間照明と個性
ある頂部のデザインにより、来街者を迎える新たな夜
間景観を形成する。

・ 低層部では、シネシティ広場や西武新宿駅前通りの照
明とのつながりを保ち、歌舞伎町の華やかな夜の賑わ
いを連続させる。

通りに面する店舗、屋外広告物等によって照明の
連続性を形成

低層フレーム内部でも照明による演出

南側のエレベーターシャフト部分、ホテルエント
ランス等が配置される 13、14 階部分を強調

賑わいやエンターテインメントらしさを外部へ発信

発信力のある新しい歌舞伎町のシンボルを表現

歌舞伎町の夜の賑わいイメージ

西側（西武新宿駅前通り側）

■照明イメージ

デザイン方針

Ⅰ -2. 周辺への圧迫感を軽減する建物配置

・ 2 敷地を統合した大街区化により、四面に連続的
な壁面を形成する。

・ 壁面後退により、隣接する建築物等との壁面の連
続性を確保すると共に、近接する建物とも適切な
隣棟間隔を確保する。

・ 特に、シネシティ広場に対して大きく空地を配置
し、一体的なオープンスペースを創出する。

・ 上層部へ向かう段階的な壁面後退により、周辺
への圧迫感を低減する。

・ 導入用途に併せて縦方向に分節した上層部、中
層部、低層部の 3 層構成により、立体的に単調
で長大な壁面にならないように計画する。

高層部高層部

シネシティ
広場

屋外
ステージ
屋外
ステージ

花道通り

西
武
新
宿
駅
前
通
り

基壇部基壇部

敷地境界 敷地境界

上層部上層部

中層部中層部

低層部低層部

デザイン方針 デザイン方針

■平面上での考え方 ■立体的な考え方

敷地統合による大街区化壁面後退

段階的な
壁面後退

建物壁面に変化を与える
縦方向への分節

広場と一体的な
オープンスペース
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Ⅰ -4. 眺望点を意識した特徴的な頂部の形成

新宿駅東口広場より臨む セントラルロード交差点より臨む

新宿御苑より臨む損保ジャパン日本興亜本社ビル前歩道橋より臨む

・ 世界一の乗降客数（約 360 万人 / 日）を記録し、観光客
の起点となる「新宿駅」に向かって構えるシンボルを形
成する。

・ 遠景におけるランドマークとなるよう、特徴をもたせた
デザインとする。

・ 新宿御苑内の眺望点の 1 つより、計画施設の頂部（高層
部）が一部眺望されるが、空に溶け込むような色彩とし、
御苑からの眺望をできるだけ阻害しないよう配慮する。

■主要な眺望点からの見え方

新宿駅

デザイン方針

Ⅰ -3. 新宿駅西口超高層ビル群や周辺建物と調和するスカイライン

東京都庁 /約 243m

新宿センタービル /約 223m

新宿三井ビルディング /約 225m

損保ジャパン日本興亜本社ビル /約 200m

新宿アイランドタワー /約 189m

計画建物 /約 225m

新宿住友ビル /約 210m

新宿野村ビル /約 210m

モード学園コクーンタワー /約 204m

住友不動産新宿グランドタワー /約 195m

文京区シビックセンターから眺望したスカイラインイメージ

新宿御苑の眺望地点

大久保方面（北西側）からのスカイラインイメージ

・ 新宿西口エリアと鉄道敷を挟んで隣接する計画地において、新宿西口超高層ビル群と調和するスカイ
ラインを形成する。

・ 計画地周辺建物と統一感のあるスカイラインを形成する。

新宿東宝ビル /約 130m

東京都健康プラザハイジア /約 82m

新宿プリンスホテル /約 94m

計画建物（基壇部）/約 110m

アパホテル新宿歌舞伎町タワー /約 90m

デザイン方針

デザイン方針

■高層部

■基壇部

頂部の立ち上がりを、新宿
駅側に向けて低くすること
で、駅に向けた構えを形成

9 

（別表） マンセル値における基準

色 相 明 度 彩 度

①外壁基本色
外壁各面の はこの範囲から選
択

～
以上 未満 以下

以上 以下

０ ～ ０
以上 未満 以下

以上 以下

その他
以上 未満 以下

以上 以下

②強調色
外壁各面の 以下で使用可能

色 相 明 度 彩 度

～

－

以下

～ ０ 以下

その他 以下

②屋根色 （勾配屋根） 屋根面の立ち上がりを外壁に含めて面積割合を計算する。

図１ 新宿御苑の眺望地点

06. 景観形成方針
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Ⅱ -1. シネシティ広場と施設が一体となったにぎわい空間

・ 広場に面する部分については、広場とのつながりを感じられるような開放的な意匠とし、個性的で中高層部とも連続する
フレームの内側へ、テラスや店舗、ビジョン等を配置し、施設内の賑わいを積極的に外へ開く。

・ 広場を客席と見立て、客席に面してビジョン（約 200㎡）、ステージ（約 150㎡）を整備することで、民有地と公有地が
一体となった「屋外劇場的都市空間」を形成する。

・エリアマネジメントの取組と連携し、イベント等により市民交歓の機会を創出する。

①公開空地の活用主体として、新たにまちづくり団体を組成する。

② まちづくり団体及び、エンターテインメント施設を運営する目的で組成される「（仮）
エンタメ新会社」が、既存のエリアマネジメント組織「歌舞伎町タウン・マネージメ
ント」（略称：歌舞伎町 TMO）と連携する

□連携スキームイメージ

■エリアマネジメントの取組との連携

■屋外劇場的都市空間の空間の形成

①まちづくり団体の組成

歌舞伎町 TMO

まちづくり団体 （仮）エンタメ新会社

公開空地
・屋外ステージ
・屋外ビジョン
・広場　　　　等

シネシティ
広場

セントラル
ロード 大久保公園

・株式会社東急レクリエーション
・東京急行電鉄株式会社　

・株式会社東急レクリエーション
・東京急行電鉄株式会社
・ソニーミュージックグループ

一体となってエリアマネジメントへ参画

公共空間の一体運営

②
歌
舞
伎
町
Ｔ
Ｍ
Ｏ
と
連
携

イベントイメージ（まちなか音楽フェスティバル）※シネシティ広場と屋外ステージ間の区道（特別区道 21-350）の取り扱いについては今後要検討

デザイン方針
にぎわい形成方針

デザイン方針

屋外ビジョン

テラス

屋外ビジョン

シネシティ広場

広場と「見る - 見られる」
の関係を構築

民有地と公有地が一体となり、スクリーン（屋外ビジョン）、
舞台（屋外ステージ）、客席（シネシティ広場）、の関係を構築

屋外ステージ

シネシティ広場

テラス

店舗等

屋外ステージ

階段、エスカレーターの
配置により、広場と施設
を緩やかにつなぐ

ステージに面する店舗等
のオープンカフェ等によ
る活用を図る

06. 景観形成方針
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現況

リニューアルイメージ

Ⅱ -2. 西武新宿駅前通り沿道のにぎわいの街並み

歌舞伎町エリア

②新たな観光ルートとしてリニューアルされる西武新宿駅前通りからの眺望

①山手線からの眺望

① 山手線から
の眺望

歌舞伎町エリア
全体の壁面

② 西武新宿駅
前通りから
の眺望

・ リニューアルされる西武新宿駅前通りや、山手線の車窓に対して開放的な意匠とし、賑わいを外にひらく
テラスや、低層フレームの構えの内側に店舗や屋外広告等を配置し、街並みを形成する。

・ 東京を代表する観光エリア（新宿駅東口エリア、大久保エリア）を南北につなぐ観光ルート
にふさわしいデザインにリニューアルされる予定・ 施設西側の壁面は、「歌舞伎町エリア

全体の壁面」として、施設内部のに
ぎわいの表出や「歌舞伎町のエンター
テインメントらしさ」を外に発信す
る演出を行う。

デザイン方針

デザイン方針

テラス

広告等
西武新宿駅ホーム

テラス

テラス

店舗等

広告等

エスカレーター

エスカレーター

エスカレーター

テラス

施設や地域の
エンターテインメント
に関する情報を発信

エスカレーター利用者
の縦の動きや情報発信
等により賑わいを外に
表出

賑わいを外に表出

低層フレームが
連続した街並み

高さ約 13.5m 以上
が眺望される

高さ約 13.5m

山手線の車窓からの眺望 ※現在、沿道地権者や商店会等地域団体等で構成される検討会にて、走路の整備・活用の方向性等に関する議論を実施中
議論の結果が基本計画として取りまとめられ、具体的なリニューアル内容に反映される予定

■西武新宿駅前通りのリニューアルイメージ

西武
新宿駅
西武
新宿駅

大久保公園大久保公園

一
番
街

一
番
街

西
武
新
宿
駅
前
通
り

西
武
新
宿
駅
前
通
り

セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ー
ド

セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ー
ド

シネシティ
広場

シネシティ
広場

花道通り
花道通り

職安通り職安通り

靖国通り靖国通り

西側（西武新宿駅前通り側）からの眺望イメージ

西武新宿駅前通り沿いからの眺望イメージ

計画地

左右で異なる樹種

景観的に統一感のない柵類

歩道の不陸

ゴミの不法投棄

街路灯の改修
（LED 化等）

景観に配慮した
横断防止柵・
ボラードの設置

セミフラット化等
（車道の嵩上げ）

表層の美装化

植栽等の再配置

大久保エリア

歌舞伎町エリア

新宿駅東口エリア

計画建物

06. 景観形成方針
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Ⅱ -3. にぎわいのつながりを創出する空地、広告物等の活用

１）アイストップとなる T字路や角地等への配慮

・ シネシティ広場周辺地区外から地区内へと向かう
道路の角地では、店舗等を配置する。

・ また、パフォーマンス等やオープンカフェ等によ
る空地の活用等により、歌舞伎町らしさが感じら
れる賑わいある入口を形成する。

・ 壁面へ広告等を配置し、施設や地域に関する情報
発信で活用する。

・ 特に T 字路のアイストップとなる場所では、空地
上でのパフォーマンス等（大道芸等）による活用
や、エレベーターの縦の動きの表出等により、楽
しさを演出する。

・ 敷地の外周は、常緑樹の高木配置を基本とする。

・ 高木の下部はオープンスペースとし、活用によるにぎわいの創出機能と緑陰空間としての機能を
両立させる。

・ 枝下空間を確保することで、空地活用や店舗配置によるにぎわいや、歌舞伎町らしい屋外広告に
よる景観の見通しに配慮する。

・ 人々の滞留空間となるテラス等、人の目に入る機会の高い場所へ効果的に植栽を施し、立体的な
みどりを形成する。

コンセプト②：「立体的なみどり」

コンセプト①：「にぎわいのみどり」

■角地における賑わい

■エリアの特色を生かしたみどり

■外周部や T 字路における賑わい

デザイン方針 デザイン方針

デザイン方針

北東角地イメージ 北側（花道通り前）イメージ

南西角地イメージ T 字路イメージ

北西角地イメージ T 字路イメージ

店舗等
広告等

エレベーター

広告等

広告等

テラス

オープンカフェ

オープンカフェ

パフォーマンス等

パフォーマンス等

パフォーマンス等

店舗等
エスカレーター

店舗等

エスカレーターにより
2 階へ緩やかに接続 空地及び壁面の活用により、

シネシティ広場と賑わいを連続

シースルーエレベー
ター等で縦の動きを
外に表出

夜間はライトアップ
で演出

エスカレーターの視認性を高めるとともに、
しっかりと人を受け止める大階段のデザイン

A

B

C

D

E

F

N

シネシティ広場

西武
新宿駅

新宿駅方面から
のアクセス

空港からの
アクセス

大久保方面から
のアクセス

大久保公園方面
からのアクセス

花道通り

西
武
新
宿
駅
前
通
り

貫通通路

店舗等

エレベーター

店舗等

店舗等

T 字路
T 字路

ホテル
エントランス

屋外
ステージ

バス乗降場

A
C

F

B
D

E

店舗等

店舗等

06. 景観形成方針
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２）重層的な貫通通路の整備

・ 1 階及び 2 階の重層的な貫通通路の整備により、西武新宿駅前通りとシネシティ広場を囲む
中心街区の連続性を強化する。

・ 特に 1 階通路は、全体を歌舞伎町エリアのエントランスとして、エンターテインメント性豊
かにデザインする。

デザイン方針

2 階レベルでの貫通

1 階レベルでの貫通

水が流れていくイメージ
を演出することで、歩行
空間に潤いを創出

シネシティ広場の中心軸からずらした位置に設ける
ことで、広場からの視線が抜けすぎないように配慮

広い間口とすることで、歌舞伎町へ
迎え入れるゲート性を強化

シネシティ広場

西武新宿
駅前通り

店舗等

西武新宿駅前通り側より シネシティ広場側より

A B

A

B

Ⅱ -3. にぎわいのつながりを創出する空地、広告物等の活用

配置図兼 1 階平面図 2 階平面図

店舗等

店舗等

店舗等

ホテル
エントランス

店舗等

店舗等

屋外
ステージ

バス乗降場

テラス テラス

店舗等

ラウンジ

S=1:800

□配置図・平面図

06. 景観形成方針
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07. 立面図

東側立面図 北側立面図 西側立面図 南側立面図

S=1:1000
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